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　　【
団
体
】

宮
崎
県
い
き
い
き
女
性
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
会
高
千
穂
天
照
会
、

高
千
穂
町
福
祉
ほ
し
ゃ
ど
ん
会
、
高
千
穂
町
日
赤
奉
仕
団
、

子
育
て
支
援
ぽ
っ
ぽ
の
会
、
高
千
穂
山
の
会
、
高
千
穂
森
の
会
、

五
ケ
所
高
原
ゴ
マ
姫
の
草
原
を
守
る
会
、
高
千
穂
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、

高
千
穂
地
区
農
業
協
同
組
合
、
高
千
穂
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合

【
個
人
】

社
会
福
祉
法
人
高
千
穂
天
寿
会
理
事
長…

戸
髙 

久
治

株
式
会
社
サ
ン･

ル
ー
ム…

代
表
取
締
役 

佐
藤 

勝
造

有
限
会
社
鶺
鴒…

代
表
取
締
役 

安
在 

辰
成

（
以
上
、
高
齢
者
福
祉
事
業
）

林 

秋
廣　

藤
原 

和
昭　

佐
藤 

悟　

馬
﨑 

太
志

田
邊 

貴
紀　

興
梠 

友
成　

今
村 

隼　

佐
藤 

孝
輔

（
以
上
、
和
牛
繁
殖
・
肥
育
農
家
）

田
尻 

和
枝　

甲
斐 

孝
見･

の
り
子　

飯
干 

タ
マ
ノ

（
以
上
、
美
化
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

町
川 

昇　

佐
藤 

公
一　

今
長 

賢
誠　

奈
須 

克
喜

興
梠 

正
幸　

寺
内 

章　

佐
藤 

高
明　

佐
藤 

春
男

（
以
上
、
元
消
防
団
長
）

吉
田 

高
喜　

中
田 

泰
雄

（
以
上
、
高
千
穂
町
交
通
安
全
指
導
員
）

佐
藤 

元
二
郎
（
前
西
臼
杵
郡
医
師
会
会
長
）

岩
田 

充
了
（
西
臼
杵
郡
歯
科
医
師
会
会
長
）

興
梠 

知
子
（
高
千
穂
町
国
民
健
康
保
険
病
院
医
師
）

田
崎 

篤
志
（
前
高
千
穂
土
地
改
良
区
理
事
長
）

興
梠 

武
重
（
荒
立
神
社
宮
司
）

佐
藤 

延
生
（
前
天
岩
戸
神
社
宮
司
）

　子どもたちにも１００周年の
思い出をつくってもらおうと、
自然休養村管理センターと
総合公園で、子ども向け
アトラクションを開催。
　当日は天気に恵まれ、久しぶりのイベントに多くの
子どもが集まり歓声を上げていました。

町
政
功
労
者
（
敬
称
略
）

100 周年イベント

受賞者代表あいさつ 佐藤元二郎さん町政功労者受賞者のみなさま

１００周年記念ソング披露１００周年記念ソング披露

演奏 :JABBERLOOP、歌 : 森園愛さん、吹奏楽・合唱：小中高校有志のみなさん演奏 :JABBERLOOP、歌 : 森園愛さん、吹奏楽・合唱：小中高校有志のみなさん

歌詞募集最優秀賞 
岩尾 陽富美さん
歌詞募集最優秀賞
岩尾 陽富美さん

歌詞審査委員
歌人 俵万智さん
歌詞審査委員
歌人 俵万智さん

歌詞審査委員
作家 高山文彦さん
歌詞審査委員
作家 高山文彦さん

後藤俊彦さん後藤俊彦さん 内倉信吾さん内倉信吾さん 緒嶋雅晃さん緒嶋雅晃さん

町民憲章朗唱
高千穂高校 2年佐藤凛さん 佐藤貢宮崎県町村会長 坂本弘明高千穂町議会議長 佐藤雅洋宮崎県議会議員 河野俊嗣宮崎県知事

町制施行１００周年

　

本
町
出
身
で
、
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド｢

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｅ

Ｒ
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｐ｣

の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
タ
ー
長
友
誠
さ
ん

ら
が
、
公
募
し
た
歌
詞
を
も
と
に
曲
を
付
け
完

成
さ
せ
た
記
念
ソ
ン
グ「
明
日
へ
の
風
」を
披
露
。

　

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
の
演
奏
と
本
町
出

身
の
歌
手
森
園
愛
さ
ん
の
歌
声
と
と
も
に
、
小

中
高
校
有
志
み
な
さ
ん
の
演
奏
と
歌
声
が
会
場

内
に
響
き
渡
り
、
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
緒
嶋
雅
晃
前
県

議
、内
倉
信
吾
前
高
千
穂
町
長
、

高
千
穂
神
社
後
藤
俊
彦
宮
司
の

３
名
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
の
功

績
を
称
え
名
誉
町
民
の
称
号
を

授
与
。
ま
た
、
本
町
の
発
展
の

た
め
に
尽
力
さ
れ
た
31
名
と
10

団
体
に
町
政
功
労
者
表
彰
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

１
０
０
周
年
記
念
ソ
ン
グ
披
露

　

10
月
30
日
、
高
千
穂
町
武
道
館
で
町
制
施
行
１
０

０
周
年
の
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
来
な
ら
ば
、
１
９
２
０
年
（
大
正
９
年
）
４
月

１
日
か
ら
１
０
０
年
を
迎
え
た
２
０
２
０
年
に
開
催

予
定
で
あ
っ
た
記
念
式
典
で
す
が
、
前
年
末
に
中
国

で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
国
内
外
に
広

が
り
を
み
せ
、
非
常
事
態
宣
言
が
で
る
な
ど
、
延
期

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
河
野
俊
嗣
宮
崎
県
知
事
や
長
友
慎

治
衆
議
院
議
員
、
長
峯
誠
参
議
院
議
員
な
ど
多
く

の
来
賓
が
出
席
。

　

町
長
は｢

こ
れ
か
ら
も
農
林
業
・
観
光
振
興
・
医
療
・

福
祉
・
防
災
・
教
育
と
い
っ
た
基
本
施
策
に
し
っ
か

り
と
取
組
み
な
が
ら
、
将
来
へ
の
布
石
を
着
実
に
投

じ
、
豊
か
に
み
ん
な
が
輝
く
町｢

高
千
穂
町｣
を
つ
く

る
た
め
、
更
な
る
飛
躍
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い｣
と
伝

え
ま
し
た
。

　

坂
本
弘
明
町
議
会
議
長
は｢

１
０
０
周
年
を
契
機

と
し
て
、
さ
ら
な
る
本
町
の
発
展
の
た
め
、
決
意
を

新
た
に
町
民
の
代
表
と
し
て
政
策
の
実
現
に
向
け
、

さ
ら
に
努
力
を
し
て
い
き
た
い｣

述
べ
ま
し
た
。

　

10
月
30
日
、
高
千
穂
町
武
道
館
で
町
制
施
行
１
０

０
周
年
の
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
来
な
ら
ば
、
１
９
２
０
年
（
大
正
９
年
）
４
月

１
日
か
ら
１
０
０
年
を
迎
え
た
２
０
２
０
年
に
開
催

予
定
で
あ
っ
た
記
念
式
典
で
す
が
、
前
年
末
に
中
国

で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
国
内
外
に
広

が
り
を
み
せ
、
非
常
事
態
宣
言
が
で
る
な
ど
、
延
期

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
河
野
俊
嗣
宮
崎
県
知
事
や
長
友
慎

治
衆
議
院
議
員
、
長
峯
誠
参
議
院
議
員
な
ど
多
く

の
来
賓
が
出
席
。

　

町
長
は｢

こ
れ
か
ら
も
農
林
業
・
観
光
振
興
・
医
療
・

福
祉
・
防
災
・
教
育
と
い
っ
た
基
本
施
策
に
し
っ
か

り
と
取
組
み
な
が
ら
、
将
来
へ
の
布
石
を
着
実
に
投

じ
、
豊
か
に
み
ん
な
が
輝
く
町｢

高
千
穂
町｣
を
つ
く

る
た
め
、
更
な
る
飛
躍
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い｣
と
伝

え
ま
し
た
。

　

坂
本
弘
明
町
議
会
議
長
は｢

１
０
０
周
年
を
契
機

と
し
て
、
さ
ら
な
る
本
町
の
発
展
の
た
め
、
決
意
を

新
た
に
町
民
の
代
表
と
し
て
政
策
の
実
現
に
向
け
、

さ
ら
に
努
力
を
し
て
い
き
た
い｣

述
べ
ま
し
た
。


